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エ
ア
、
レ
ス
ト
ラ
ン
モ
ー
ル
と
、
商
品

っ
た
「
さ
ん
ち
か
」
が
、
３
月
釦
日
午
品
を
お
買
い
上
げ
の
お
客
さ
ま
に
、
ラ

san丘ica
、

群
ご
と
に
構
成
、
楽
し
い
〃
散
策
の
街
″

あ
り
ま
す
。

と
な
り
ま
し
た
。

リ
、
金
属
彫
刻
の
光
が
様
々
に
変
化
、
●
Ｂ
賞
／
メ
ル
ヘ
ン
街
道
と
Ｔ
Ｇ
Ｖ
で

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
行
く
パ
リ
…
、
名
様
（
、
万
円
負
担
）

売
場
も
シ
テ
ィ
エ
レ
ガ
ン
ス
、
カ
ジ
●
Ｃ
賞
／
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
（
腕
時

ユ
ァ
ル
コ
ー
ト
、
ホ
ー
ム
＆
ラ
イ
フ
、
計
）
…
２
０
０
名
様

ロ
ー
ザ
ァ
ベ
ニ
ュ
ー
、
ス
イ
ー
ッ
メ
イ
●
Ｄ
賞
／
ヘ
イ
タ
ー
エ
ッ
チ
ン
グ

り人は
新
し
い
「
さ
ん
ち
か
」
の
シ
ン
ボ
ル
行
く
パ
リ
…
、
名
様
（
加
万
円
負
担
）

は
「
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ツ
リ
ー
」
で
す
。
●
Ａ
賞
／
メ
ル
ヘ
ン
街
道
と
Ｔ
Ｇ
Ｖ
で

人
が
近
づ
く
と
セ
ン
サ
ー
の
働
き
に
よ
行
く
パ
リ
…
加
名
様
（
巧
万
円
負
担
）

前
皿
時
、
華
や
か
に
再
誕
（
リ
ボ
ー
ン
）
ツ
キ
ー
カ
ー
ド
を
進
呈
。
抽
選
に
よ
り

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
〃
感
性
の
時
代
″
素
敵
な
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ル
ヘ
と
変
身
。

に
マ
ッ
チ
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
〈
賞
品
〉

…
２
０
０
名
様

餅

卜
、
フ
ー
ド
パ
レ
ッ
ト
、
グ
ル
メ
ス
ク

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
は
二
つ
そ
し
て
、
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
、
ギ
ヤ

“
さ
ん
ち
か
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア

ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

●
特
賞
／
メ
ル
ヘ
ン
街
道
と
Ｔ
Ｇ
Ｖ
で

幸一
霊鎧

ノ

（‐聖ﾃ ｲ ｴ ﾚ元ヌー）

D A N D l S H I - p U S E
》

ダンディッシュハウス・キンシド

（カジュアルコ･ 卜Ｉ）

婦人服装

ＪａＱｚた
さんちかカジュアルコートき( 0 7 8 〕3 2 1 - 3 0 2 0

’蕊Ｉ 嘩
口

Ｂ
船
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
、
に
１
０
１
』

ｒｶ ジｭ ｱ ﾙ コート）

ー '

アクセサリー＆洋品雑貨

芸‘漉夢RARTp
さんちかカジュアルコーート壷( 0 7 8 】 3 2 1 - 0 1 5 0

鰯
一' 物＝“－．，‘．. ､ 噺畠書

＝狸

『
Ｍ
川
守
Ｉ
山

【ｼ ﾃ ｨ ｴ ﾚ ｶ ﾝ ｽ ）

3 2 1 - 5 2 5 4

婦人服飾

"盤;;も‘・
シティエレガンス含( 0 7 8 ）さんちか

霞蕊 凸

（シﾃ ｲ ｴ ﾚ ｶ ﾝ ｽ 〕

翼珠・貢金

Ｑ＝
さんちかシティエ

毛皮 ｡

3 9 1 - 3 8 8 6

〔ｶ ジｭ ｱ ﾙ ｺ ｰ ﾄ ）

f1卿眺eY噸詞…壷，
婦人服フロービス・キンシド

念〔078)391-3223

Ｓ
・
Ｗ
・
ヘ
イ
タ
ー
展
開
催

リ
報
１
．
Ｊ

再
誕
記
念
に
パ
リ
ヘ
ー
」
招
待
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グ
記
念
展
と
し
て
「
線
の
交
響
詩
パ

リ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
イ
タ
ー
の
す

べ
て
」
が
、
３
月
別
日
幽
〜
４
月
型
日

⑧
に
開
か
れ
ま
す
。

す
で
に
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
し
ょ

う
が
、
Ｓ
・
Ｗ
・
ヘ
イ
タ
ー
は
、
今
年

記
歳
。
現
代
版
画
の
父
と
呼
ば
れ
る
美

術
界
の
重
鎮
で
す
。

今
同
の
記
念
展
で
は
、
最
初
期
の
具

象
的
作
品
か
ら
現
在
の
明
る
い
色
調
の

油
彩
画
に
到
る
ま
で
、
油
彩
画
、
水
彩

／

●新さんちか

、

画
、
素
描
、
版
画
の
合
計
１
５
１
点
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。
本
格
的
な
ヘ
ィ
タ
ー

の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
、
広
く
話
題
を

呼
ん
で
い
る
好
企
画
で
す
。

〈
入
場
料
〉
一
般
・
５
０
０
円
、
大
学
・
高
校

生
３
０
０
円
、
中
学
・
小
学
生
１
５
０
円
。

ま
た
、
こ
の
記
念
展
に
合
わ
せ
て
、

ヘ
ィ
タ
ー
自
身
も
来
神
し
ま
す
。

神
戸
の
新
し
い
〃
顔
〃
さ
ん
ち
か
。

神
戸
の
春
の
話
題
は
、
今
、
さ
ん
ち
か

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

( －了両ｽ ｸ ｴ ｱ ﾂ
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し

※アルバはセンタービル東南角( 地上）
に移設しました。

三瞳匡重唖潤璽' 四両唾' 五ｆ
司司i悪11-蕪－１１Ｉ

Ｆーｰ 一＝

|錦そ

アラベスク

:蟹富子） パン

⑳＆鋭翻ｇ
鰯

|照’
※アルバはセンタービル東南角( 地上）

に移設しました。

園
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一
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BEI、llY
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冊
‐
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さんちかスイーツメイト念( 0 7 8 ) 3 9 1 ．‐3 4 7 9

■■■ｒ, スイ. . ツメイト■■
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＜＄>早申戸且J司坐茶寮
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さんちかサービスセンター
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さんちかレストランモールき( 0 7 8 ) 3 9 1 - 1 9 3 0
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一
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玩
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胴Ｍに､〔] K w
さんちかローザアベニュー壷( 0 7 8 ) 3 2 1 - 1 3 5 8

（レストランﾓ ｰ ﾙ ）

日本交通公社
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本社･神戸市中央区元町通3丁目３－１０公(078)321-5555ノ

『 可

、

御結婚式披露宴､ 各種宴会ご予約承ります。
･ お料理､ ご予算､ 各種演出などお気軽にお問い合わせ下さい。

御結婚式披露宴､ 各種宴会ご予約承ります。－

・お料理ご予算各種演出などお気軽にお闘い合わせ下さい"<毒>神戸且』目I堂ミニイゴーフル

壷(o78)３２１－５５５５本社神戸市中央区元町通s丁目８-'0恋(078)32'-555(iノーイニトフル

、
肴シ神戸且』目I裳イゴ－フル

壷( o 7 8 ) ３２１－５５５５、

晴れやかにW e d d i n g B e l l…
ポートピア神戸同月堂６０年９月1 5 日オープン予定ノ

繍腿
「

》
。
．

一一一

蝋
鰹
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鯛Ｉ瞳
一
一

ｉｉｉ
圭苧宇旦

》
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一
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●⑬●ｉ
ｌｏ・・，！
０③●●Ｉ

｢ アルワン氏の花緯」小林陸一郎

｡

表紙／小磯良平
セカンドカパー／世界の物売り〈４> 北フランスのブルターニュ／R 中西勝
９神戸つ子' 8 5 ／日高君世・小首根真
１３コウベスナップ
１４ある集い) ／タカコアートスクール／天野剛子
１６エトランゼの輪郭〈3 8 > ／片山直
１８神戸の風色〈6 4 > 堀内初太郎
２９わたしの意見／藤岡繁夫
３１随想／谷口和市・中川博志・松尾美恵子
３５地域文化諸／水谷穎介
３６連戦エッセイ・旅のかたち（３）／安水稼和・カット／, / 中西勝
３８こうべ味な旅⑩／瀧本唯人
４０神戸音楽夜話①／r 自由人､ 吉村先生安らかに…｣ ／柴田仁
４２キャンペーン座談会／国際文化交流をユニバーシアードフェスティバルで
４９経済ポケットジャーナル
５０日韓美術家友好座駿会／2 神戸二紀会〆ソウルニ紀会
５４神戸っ子ベストドレッサーが婚る／' コウベファッション＆マイファッション

砂田泰子／佐藤廉／野沢源二郎／ＣＨＵＮＧＷＥＮ／篠原順子
内海涼子・映子姉妹／中村一夫・多喜子夫妻／間野世里子／細川雅子／田中雛

６４小山乃里子の華麗なる男たち／畑崎度敏〈㈱ワールド社長〉
６８エデイターズ・アイ、車木貴典君〈映画r ボクちゃんの戦場｣ 出演〉

回青山みともを訪ねて
回オックスフォードスポーツ神戸店

７０インタビュー／新庖竃( N T T ) 艇生／坂田雅夫
７３神戸の集いから
７４諸題のひろば／①科学万博一つくば‘8 5 ､ U C C コーヒー館オープン

②岡田美代2 . 2 2 パーティ
7 6 ＫＯＢＥＦＡＳＨＩＯＮＳＰＯＴ
８４ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ／篠原順子
８６神戸のお越さん／小野寺友子・川延友利子
1 0 3 祝神戸漣ライオンズクラブ創立2 0 周年
1 1 7 コ一ヒーブレイク
１１８動物園飼育日記〈2 3 3 > ／亀井一成
1 2 2 トアロード座餓会
1 2 6 元町座談会／元町活性化を考える
1 2 4 有馬寂時記く４月〉
1 2 6 神戸を福祉の街に〈1 3 6 〉
Ｉ３２ＫＦｓニュース
1 3 3 おしゃれ教室／黒島健司
剛兵庫界隈記・源平合戦〈その１〉
１３６リビングトゥモロー< ６〉シリーズ⑤すまいと空気／森崎輝行
1 組ふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
1 4 0 出会いの旅( ､ ／堀江珠富
1 4 2 ふらっしゆ・ばつく〈5 4 ) ／淀川長治
剛ＫＯＢＥ･ M O D E R N C U L T U R E
1 佑百店会だより
1 4 9 ぴっといん
1 5 0 ポケットジャーナル
剛小関三平の神戸おもしる風俗記. その７
１覇連賊小説／いちじく〈第１回> ／宇山翠・カット／大島幸子
1 6 3 f r o m T h e K o b e C c o
1 7 8 魔女学入門／ソソキリテース絵／マダム最世子
股海船港／神戸初入港ソ連豪華客船r オデッサ号」
カメラ／米田定蔵・池田年夫・坂_ 卜７F 治・霞村魔・松原卓也・柴谷浩也

一

壷

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の手帖です

４月号目次Ｑ1 9 8 5 ．N o 2 8 8

⑬

●Ｉ
ワ

●
M Ｆ

Ｄ
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Ｉ●●｜

』
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、

期中旬、P ＩＥＺＶ

｢ コットンクラブ」
見られましたか。

1 9 3 0 年代の香りを
お届けします。

clfjO〃
1 7 6

腫 諮
Ｌ１－ノ
Ｉ．‐‐西口阪急三宮駅Ｉ

Ｆ

ル4 Ｆ Ｆ”
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新宿･ 高野
ＢＯＮフヵャ
ココ山岡
ブランコ
ホットマン
三愛
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、

ゲ

左ワンピース
右Ｔシャツ
スカート
ベルト

ポシェット
靴

素肌に綿が優しい－ボルボ宗一ゼ．

￥62 . 0 0 0
￥3 0 . 0 0 0

￥３６．０００
￥] 5 , 0 0 0
￥４８．０００
￥５８．０００

爵

神戸唯一のボルボネーゼ専門店

６
弓ＡＩ. ( ) ＮＤＥＵＯｌＩＴｌＱＵＥ

ブティックサロン･ ボルボ
神戸市中央区元町通3 丁同1 - 1 2 （元町海文堂南第一勧業銀行横）ＴＥＬ、0 7 8 . 3 3 2 . 2 2 1 7 , 3 9 1 . 0 0 1 4
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藤
岡
繁
夫

八
東
亜
特
殊
電
機
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
Ｖ

☆
私
の
意
見

現
在
、
私
ど
も
の
社
は
宝
塚
の
事
業
場
に
、
生
産
。
開
発
。
営

業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と

は
、
昭
和
九
年
に
、
今
も
本
社
の
あ
る
神
戸
市
兵
庫
区
に
放
送
設

備
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。
昨
年
亡
く
な
っ
た

二
代
目
社
長
、
中
谷
太
郎
は
、
本
当
に
神
戸
が
好
き
で
、
宝
塚
へ

機
能
が
集
中
し
つ
つ
も
、
神
戸
へ
戻
ろ
う
と
の
考
え
が
あ
り
、
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
へ
の
進
出
を
決
め
、

ゆ
く
ゆ
く
は
、
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
充
実
さ
せ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
私
も
神
戸
が
好
き
で
す
か
ら
、
こ
の

事
業
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
行
き
ま
す
。
今
ま
で
は
、
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
地
味
な
内
容
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、
〃
先
″
を

考
え
る
と
、
私
ど
も
の
仕
事
は
神
戸
の
風
土
、
イ
メ
ー
ジ
と
合
う

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
（
社
）
日
本
電
子
機
械
工
業
会
非
常
用
放
送
設
備
委
員
会

委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
の
非
常
用
放
送
設
備
で
か
な
り
の
シ
ェ
ア
を
も
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
な
ど
各
種
交
通
機
関
の
案

内
放
送
設
備
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
な
ど
の
各
種
競
技

場
、
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
、
結
婚
式
場
、
さ
ら
に
ラ
イ
ブ
ハ
ラ
ス
、
イ

ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
〃
音
″
の
設
備
を
手
掛
け
て
来
ま

し
た
。
こ
う
言
い
ま
す
と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
は
場
違
い

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
分
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
。
音
は
つ
き
も
の
で
す
。
シ
ャ
レ
た
喫
茶
店
に
も
音

は
必
要
で
す
。
私
は
、
音
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
考
え
で
す
。

た
と
え
ば
「
科
学
万
博
」
の
様
々
な
テ
ー
マ
イ
ベ
ン
ト
も
サ
ウ

ン
ド
と
映
像
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

わ
れ
わ
れ
の
世
代
は
、
今
ま
で
は
音
に
対
し
て
の
認
識
が
な
か
っ

た
。
音
に
対
し
て
無
頓
着
だ
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
若
い
人
は
違

う
。
音
へ
の
認
識
が
変
っ
て
来
て
い
ま
す
。
単
に
大
き
い
だ
け
と

か
、
情
報
を
伝
え
る
だ
け
の
音
で
は
も
う
ダ
メ
で
す
。
心
を
揺
さ

ぶ
る
音
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
音
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
一

方
で
ハ
イ
テ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
も
あ
る
。
音

は
感
性
で
す
。

私
ど
も
で
も
、
た
と
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
放
送

設
備
を
手
掛
け
る
一
方
、
感
性
の
時
代
に
見
合
っ
た
商
品
開
発
を

志
向
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
展
開
中
の
「
Ｎ
ｅ
ｗ
Ｔ
Ｏ
Ａ
運
動
」

も
、
そ
う
い
う
変
わ
り
つ
つ
あ
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
だ
と

お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

Hq

ハ
ノ
ー
ー
ア
ツ
〃
で

ハ
イ
タ
ッ
チ
時
代

の
音
づ
く
り
を

１
２９
１
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咽

将
棋
の
大
山
康
晴
名
人
の
言
葉
で
、

流
水
さ
き
を
急
が
ず
、
と
言
わ
れ
た
の

が
あ
る
、
長
期
に
わ
た
っ
て
タ
イ
ト
ル

を
維
持
し
た
い
か
に
も
名
人
ら
し
い
心

境
の
在
り
方
だ
が
、
日
本
の
政
党
に
、

流
れ
を
変
え
よ
う
、
な
ん
て
の
も
出
て

い
る
。
格
別
先
を
急
ぐ
わ
け
で
も
な
く

流
れ
を
変
る
気
な
ど
毛
頭
な
く
、
さ
あ

行
く
か
と
気
軽
く
家
を
飛
び
出
す
。
今

晩
十
時
頃
ま
で
に
は
帰
る
と
言
い
置
い

て
、
暖
機
し
て
あ
る
二
台
の
バ
イ
ク
で

息
子
と
と
も
に
走
り
出
す
。
諏
訪
湖
ま

で
わ
か
さ
ぎ
釣
り
だ
、
往
復
の
行
程
約

九
百
粁
流
れ
に
乗
れ
ば
今
日
一
日
で
無

流
れ

谷
口
和
市

八
画
家
・
神
戸
一
一
紀
会
Ｖ

随 想鴬

１
３１
１

き
を
か
け
て
く
る
、
こ
れ
も
余
程
の
狂

と
見
る
。
語
り
か
け
る
相
手
の
い
な
い

孤
の
世
界
、
無
想
に
浸
っ
て
走
っ
て
い

る
に
外
車
を
見
る
と
友
人
の
話
を
思
い

出
す
。
我
々
絵
を
描
い
て
い
る
者
の
多

く
は
、
絵
で
は
め
し
が
食
え
な
い
の
で

そ
れ
ぞ
れ
に
勤
め
を
も
っ
て
生
活
し
て

い
る
が
、
比
較
的
教
師
の
方
が
多
い
が

そ
の
中
で
も
彼
の
話
は
特
筆
で
あ
る
。

授
業
が
終
る
頃
に
な
る
と
校
門
の
前

に
暴
力
団
風
の
男
の
運
転
す
る
外
車
が

数
台
並
び
女
生
徒
を
次
々
と
乗
せ
て
は

去
っ
て
い
く
、
同
僚
の
教
師
が
こ
れ
は

な
ら
じ
と
マ
イ
カ
ー
で
後
を
追
い
か
け

る
が
、
高
速
に
入
る
と
馬
力
の
差
で
見

失
っ
て
仕
舞
う
ん
や
、
奴
等
生
徒
は
数

人
で
ロ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
組
み
や
が
っ

て
や
つ
と
る
ね
ん
、
あ
い
つ
ら
の
流
れ

の
方
が
早
く
っ
て
先
廻
り
し
て
待
ち
受

け
と
っ
て
も
あ
か
ん
ね
ん
、
新
聞
に
戦

る
の
は
ほ
ん
の
氷
山
の
一
角
よ
っ
ぽ
ど

運
の
悪
い
学
校
や
、
ど
こ
で
も
似
た
よ

う
な
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
る
け
ど
余

り
世
間
が
そ
れ
程
大
騒
ぎ
を
せ
ん
よ
う

に
な
っ
た
ん
と
違
う
か
…
…
と
洩
し
た

国
産
車
の
優
秀
性
は
国
際
的
に
も
認

め
ら
れ
て
い
る
が
故
障
が
多
く
て
も
ま

だ
ま
だ
外
国
車
の
魅
力
に
は
勝
て
ぬ
と

こ
ろ
が
日
本
に
は
残
っ
て
い
る
様
だ
が

こ
の
様
な
形
で
使
わ
れ
る
と
外
車
が
悪

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
憎
し
み
を
感
じ

て
く
る
。
二
輪
は
必
ず
転
倒
す
る
も
の

市
内
を
走
行
中
例
外
で
は
な
く
何
度
か

転
ん
だ
が
、
素
早
く
寄
っ
て
来
て
扶
け

理
の
な
い
道
の
り
で
あ
る
。
現
在
の
日

本
ど
ん
な
片
田
舎
の
隅
々
ま
で
も
殆
ん

ど
舗
装
し
て
あ
り
オ
フ
ロ
ー
ド
の
タ
イ

ヤ
の
必
要
は
無
い
、
ま
れ
に
高
速
道
路

で
モ
ト
ク
ロ
ス
の
二
輪
に
出
合
う
が
ハ

ン
ド
ル
が
ぶ
れ
て
追
い
抜
く
際
に
危
な

っ
か
し
い
感
じ
を
受
け
る
。
そ
れ
程
さ

き
を
或
い
は
死
に
急
ぎ
を
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
が
、
自
然
と
ス
ピ
ー
ド
が

上
る
、
タ
コ
メ
ー
タ
ー
は
未
だ
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
に
飛
び
込
ん
で
い
な
い
の
に
白

い
ラ
イ
ン
だ
け
が
迫
り
後
へ
と
流
れ
去

る
。
自
分
は
大
山
名
人
の
如
き
勝
負
師

で
は
な
い
、
ま
ま
よ
先
を
急
ぐ
こ
と
も

あ
る
わ
と
風
圧
で
体
を
飛
ば
さ
れ
な
い

よ
う
に
両
股
で
Ｇ
タ
ン
ク
を
し
っ
か
と

挟
み
込
み
ヘ
ッ
ド
を
下
げ
る
と
水
面
に

止
ど
ま
っ
て
い
る
感
じ
で
只
体
重
を
左

右
に
移
動
す
る
の
み
で
カ
ー
ブ
が
抜
け

て
行
く
。
隣
に
迫
っ
て
来
た
外
車
が
風

切
り
の
音
も
無
く
全
く
静
か
に
追
い
抜

カット／谷口和市
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起
こ
し
て
く
れ
る
の
は
二
輪
の
ラ
イ
ダ

ー
達
で
あ
る
。
四
輪
は
横
目
で
眺
め
て

通
り
過
ぎ
る
の
が
多
く
、
全
く
の
箱
入

り
根
性
な
の
で
あ
る
。

外
観
暴
走
族
風
に
見
受
け
ら
れ
て
損

を
す
る
場
合
が
数
々
あ
る
が
、
真
は
暖

た
か
く
て
厚
き
者
達
の
集
い
の
数
の
方

が
多
く
、
走
行
中
出
合
う
と
ピ
ー
ス
・

サ
イ
ン
を
送
り
お
互
い
の
安
全
と
友
情

を
交
換
す
る
。
美
し
い
も
の
だ
こ
の
流

れ
だ
け
は
止
め
て
ほ
し
く
な
い
。
扶
け

起
こ
さ
れ
、
あ
あ
よ
か
っ
た
ま
だ
生
き

て
い
る
。
明
日
も
ま
た
日
傭
い
に
行
け

る
し
、
絵
も
描
け
る
。
私
の
流
れ
は
や

は
り
変
ら
ぬ
も
の
ら
し
い
、
今
更
原
点

流
れ
の
源
に
戻
る
な
ど
と
は
不
可
能
．

急
が
ず
、
流
れ
に
逆
う
こ
と
な
く
緩
や

か
に
進
む
こ
と
だ
。

そ
の
日
の
釣
果
、
わ
か
さ
ぎ
弁
当
箱

一
杯
帰
宅
ｕ
時
釦
分
頃
、
走
行
九
二
五

粁
、
無
事
故
。

て
ん
が
く
ら
ん
ま
ん

「
天
楽
煽
漫
」

も
の
だ
。
大
学
と
は
別
に
、
バ
ン
ス
リ

ー
と
い
う
竹
の
横
笛
を
習
っ
た
。

イ
ン
ド
音
楽
の
非
常
に
不
思
議
な
響

き
は
、
せ
わ
し
な
く
生
活
し
て
い
る
わ

れ
わ
れ
に
ス
ト
イ
ッ
ク
な
気
分
を
与
え

て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
々
い
だ
く
人

間
的
感
情
を
こ
え
た
、
何
か
泰
然
と
し

た
も
の
だ
。
イ
ン
ド
は
、
自
然
や
社
会

の
環
境
の
厳
し
い
と
こ
ろ
だ
。
あ
ま
り

に
過
酷
な
苦
し
さ
、
そ
れ
が
一
時
的
な

も
の
で
な
く
永
遠
に
続
い
て
い
く
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
と
き
、
人
々
は
そ
の
い

ち
い
ち
の
苦
し
さ
の
解
消
を
あ
き
ら

め
、
逃
避
し
、
人
間
を
こ
え
た
も
の
の

存
在
と
し
て
神
を
考
え
出
す
。
神
の
存

在
を
考
え
た
と
き
、
こ
ん
ど
は
あ
ら
ゆ

る
事
物
は
神
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

く
。
イ
ン
ド
は
神
々
の
氾
濫
す
る
国
だ
。

イ
ン
ド
音
楽
が
、
人
間
の
喜
怒
哀
楽

を
直
接
に
表
現
し
な
い
の
は
、
そ
れ
が

神
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る

か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
音
楽
の
響
き
だ
け

に
限
ら
ず
、
演
奏
に
と
り
か
か
る
前
や

終
っ
た
後
の
動
作
も
、
何
か
宗
教
的
な

行
事
を
思
わ
せ
る
。

気
楽
に
音
楽
を
習
お
う
と
思
っ
て
い

ゲ
ル

た
私
は
、
先
生
が
次
の
よ
う
に
言
っ
た

と
き
、
こ
り
や
大
変
な
こ
と
だ
な
と
思

っ
た
と
同
時
に
、
音
楽
と
い
う
の
は
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
認
識
を
新
た

に
し
た
。

「
音
は
見
え
る
べ
き
だ
。
た
だ
、
見

え
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
バ
ク
テ
ィ

（
神
へ
の
無
私
の
愛
）
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
演
奏
者
は
無
我
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
出
す
音
に
よ
っ
て

〃
絵
″
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
聴
衆

は
そ
の
〃
絵
″
が
ど
ん
な
も
の
か
時
間

を
追
っ
て
見
る
よ
う
に
努
め
る
。
そ
こ

に
音
楽
的
な
共
感
が
生
じ
る
。
音
楽

は
、
『
正
し
い
認
識
』
を
通
し
て
宇
宙
原

理
を
把
握
す
る
方
法
だ
と
も
い
え
る
」

ま
た
、
あ
る
と
き
は
こ
う
も
言
っ
て

い
た
。
「
最
初
の
ゆ
っ
く
り
し
た
パ
ー

ト
は
、
神
々
を
導
き
出
す
過
程
だ
。
一

つ
の
音
か
ら
次
の
音
へ
と
上
昇
さ
せ
最

高
点
に
達
す
れ
ば
、
あ
と
は
神
に
ま
か

グ
ル

せ
れ
ば
よ
い
」
私
の
先
生
は
、
大
学
の

中
で
電
気
技
術
者
と
し
て
働
い
て
い
る

四
十
代
の
普
通
の
勤
め
人
だ
。
プ
ロ
の

音
楽
家
で
も
な
く
、
哲
学
者
で
も
な
い
。

彼
に
と
っ
て
は
、
収
入
が
少
な
く
生
活

が
苦
し
い
こ
と
や
、
職
業
や
、
他
も
ろ

も
ろ
の
こ
と
は
、
と
る
に
た
ら
な
い
こ

と
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
他
人
と
の
比

較
と
物
質
欲
に
忙
が
し
い
わ
れ
わ
れ
の

グ
ル

社
会
を
考
え
た
と
き
、
先
生
の
質
素
な

生
活
と
、
一
見
そ
れ
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ

う
な
「
哲
学
」
が
実
は
大
事
な
ん
だ
、

インド音楽を演奏する中川夫妻

１
３２
１

中
川
博
志

人
パ
ン
ス
リ
ー
（
イ
ン
ド
の
竹
笛
）
奏
者
Ｖ

去
年
の
六
月
、
二
年
半
の
イ
ン
ド
遊

学
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
ガ
ン
ジ
ス
河
の

汰
浴
で
有
名
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地

ベ
ナ
レ
ス
の
大
学
で
、
イ
ン
ド
音
楽
鑑

賞
科
に
在
籍
し
て
い
た
。
学
生
は
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
の
他
に
イ
タ
リ
ア
人
、

ア
メ
リ
カ
人
、
タ
イ
人
な
ど
で
、
も
と

も
と
こ
の
科
は
外
国
人
に
イ
ン
ド
音
楽

を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
開
設
さ
れ
た
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八
評
論
家
・
第
皿
回
プ
ル
Ｉ
メ
ー
ル
賞
ｘ
学
部
門

受
賞
Ｖ

ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
を
研
究
し
て
い
る

と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
そ

れ
、
ナ
ー
ー
？
」
と
い
う
反
応
を
示
す
。

「
知
っ
て
る
、
知
っ
て
る
」
と
元
気
づ

い
て
い
う
人
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ー
ト
レ
ア

モ
ン
と
感
違
い
し
て
い
る
と
思
っ
て
よ

い
。
そ
こ
で
、
「
ラ
ン
ポ
ー
と
ほ
ぼ
同
時

代
の
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
で
、
没
後
帥
年

く
ら
い
た
っ
て
か
ら
再
発
見
さ
れ
、
『
マ

ル
ド
ロ
ー
ル
の
歌
』
と
い
う
彼
の
作
品

は
ラ
ン
ポ
ー
の
『
或
る
地
獄
の
季
節
』

と
並
ん
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の

聖
書
と
も
て
は
や
さ
れ
た
」
と
、
何
か

に
つ
け
、
ラ
ン
ボ
ー
を
引
き
合
い
に
出

し
て
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な

に
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
の
か
な
ァ
と
不

安
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
。

１
３３
１

ラ
ン
ボ
ー
の
ほ
う
は
サ
ン
ト
リ
ー
の

Ｃ
Ｍ
の
お
か
げ
で
や
た
ら
知
名
度
が
高

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
Ｔ
Ｖ
を
全
然

見
な
い
の
で
、
そ
の
Ｃ
Ｍ
も
見
た
こ
と

は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
雑
誌
の
カ
ラ
ー

広
告
ペ
ー
ジ
な
ど
で
し
ば
し
ば
目
に
し

て
い
る
。
や
た
ら
か
つ
こ
い
い
、
ス
テ

キ
っ
ぽ
い
ラ
ン
ボ
ー
が
、
背
中
に
羽
根

の
生
え
た
お
人
形
み
た
い
な
天
使
を
従

え
て
、
ト
カ
ゲ
な
ん
ぞ
が
い
る
砂
漠
を

フ
ラ
フ
ラ
さ
ま
よ
っ
て
い
る
構
図
。
コ

ピ
ー
は
、
そ
う
そ
う
、
「
ラ
ン
ポ
ー
、

あ
ん
な
男
、
ち
ょ
っ
と
い
な
い
」
っ
て

い
う
ん
だ
っ
た
。

昨
年
春
、
私
は
『
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン

の
論
理
』
と
い
う
自
著
の
発
売
前
に
、

自
分
で
書
店
ま
わ
り
も
し
た
が
、
「
ラ

ン
ポ
ー
だ
っ
た
ら
売
れ
な
い
こ
と
も
な

い
ん
で
す
が
ね
」
と
書
店
の
担
当
者
に

気
の
毒
そ
う
に
い
わ
れ
て
、
腐
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
だ
。
数
年
前
に
は
、
私
だ

っ
て
『
ラ
ン
ボ
ー
或
る
地
獄
の
季
節
』

と
い
う
本
を
東
京
の
牧
神
社
か
ら
ち
ゃ

ん
と
出
し
て
い
る
の
に
。
運
の
悪
い
こ

と
に
牧
神
社
は
私
の
本
が
出
る
か
出
な

い
か
に
、
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
、
ラ
ン

ポ
ー
の
Ｃ
Ｍ
が
ヒ
ッ
ト
し
た
頃
に
は
、

私
の
本
は
本
屋
に
は
影
も
形
も
な
か
っ

た
。
つ
い
て
い
な
い
″
売
れ
残
り
の
本

は
わ
が
家
に
山
を
な
し
て
い
る
。

さ
て
、
時
節
は
ち
ょ
う
ど
世
紀
末
。

今
年
あ
た
り
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
が
ヒ

ッ
ト
し
て
も
悪
く
は
な
い
の
に
、
と
密

か
に
期
待
し
て
い
る
。
私
の
考
え
た
Ｃ

Ｍ
案
は
こ
う
だ
。
古
典
名
画
ふ
う
の
黄

ば
ん
だ
色
調
の
室
内
シ
ー
ン
。
ロ
ー
ト

レ
ア
モ
ン
が
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
向
か

い
、
即
興
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
、
自
作

の
詩
を
大
声
で
朗
唱
し
て
は
、
驚
烏
の

ペ
ン
を
引
っ
つ
か
み
、
原
稿
用
紙
に
書

き
な
ぐ
っ
て
い
る
。
そ
こ
へ
、
薄
汚
な

い
風
体
の
酔
っ
払
い
の
神
さ
ま
が
墜

落
。
つ
ぶ
れ
た
ピ
ア
ノ
の
上
で
も
が
き

な
が
ら
、
と
ろ
ん
と
し
た
目
で
ロ
ー
ト

レ
ア
モ
ン
を
見
詰
め
、
酒
ピ
ン
を
抱
え

た
手
を
哀
れ
っ
ぽ
く
さ
し
伸
ば
す
。
ロ

ー
ト
レ
ア
モ
ン
は
無
表
情
、
無
関
心
に

立
ち
上
が
り
、
壁
に
向
か
っ
て
歩
き
、
そ

こ
に
押
し
ピ
ン
で
止
め
て
あ
る
一
枚
の

紙
に
目
を
注
ぐ
。
ロ
ー
ソ
ク
の
炎
の
起

こ
す
上
昇
気
流
で
そ
の
紙
が
わ
ず
か
に

そ
よ
い
で
い
る
光
景
の
ア
ッ
プ
。
コ
ピ

ー
は
「
人
さ
ま
ざ
ま
の
酔
い
方
が
あ
っ

て
い
い
」
と
。

今
度
は
エ
ド
ガ
ー
キ
ネ
と
い
う
、
ラ

ン
ポ
ー
や
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
と
同
時
代

に
生
き
て
、
そ
れ
よ
り
ち
ょ
っ
と
古
く

て
、
彼
ら
に
も
影
響
を
与
え
た
人
な
ん

だ
け
れ
ど
、
そ
の
人
が
ど
ん
な
世
界
観

な
り
人
生
観
な
り
を
持
っ
て
い
た
の
か

を
再
構
成
し
て
み
た
い
。
蝿
世
紀
人
が

現
代
人
と
ど
れ
だ
け
違
う
考
え
方
を
し

て
い
た
か
、
な
ん
て
お
も
し
ろ
い
と
思

う
ん
だ
け
れ
ど
。
た
だ
し
、
ロ
ー
ト
レ

ア
モ
ン
よ
り
も
つ
と
売
れ
そ
う
に
も
な

い
感
じ
で
、
書
き
始
め
る
前
か
ら
、
い

さ
さ
か
滅
入
っ
て
い
る
。

ロ
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
の
論
理

静
地
社
刊
￥
３
０
０
０

と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

●
四
月
十
三
日
に
、
神
戸
学
生
・
青
年
セ
ン
タ
ー

（
阪
急
六
甲
山
側
）
で
、
「
天
楽
畑
漫
」
と
題
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。
習
っ
て
き
た
イ
ン

ド
の
竹
笛
で
、
イ
ン
ド
古
典
音
楽
と
、
仏
誤
阿
弥

陀
経
と
い
う
お
経
を
背
紫
に
し
た
創
作
を
淡
奏
す

る
予
定
で
す
。
お
経
は
、
神
戸
宝
地
院
の
中
川
浩

安
住
職
に
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
天
楽
」
と
は
、
仏
誤
阿
弥
陀
に
あ
る
天
の

音
楽
の
こ
と
で
す
。

世
紀
末
だ
。
ロ
ー
ト
レ

ア
モ
ン
な
の
だ

松
尾
美
恵
子
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加
日
④
←
４
月
訓
冊
④
ま
で

吟
息

実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
４月の公演

５日閏外人によるクラシックコンサート
６日出白石方子リサイタル
1 2 , 1 3 , 1 4 日劇団神戸卒業公演
，8日榊欝『雪号萄ﾈﾝジｬスｺﾝｻｰﾄ
２１日（日）N H K 邦楽演奏会
２８日（日）中島常乃コンサート

（ピアノと声楽木管）

嘱硬』』三三空と塗う匠

ＩＵ
ＩＩ

神戸市中央
ＴＥＬＯ７

3４

会
席
風
フ
ラ
ン
ス
料
理

お
座
び
の
春
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ベ
シ
ヤ
些
寄
ナ
ー
の

ご
案
内
で
丈

ご
入
学
、
ご
卒
業
を
は
じ
め
ご
就
轍
●
ご
蕊
韮
・
新
入
歓
迎
な
ど

ご
家
族
会
社
の
小
グ
ル
ー
プ
で

春
の
新
し
い
出
発
を
祝
し
お
集
ｈ
屯
た
だ
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い

〆
云
－
を
ご
用
意
致
し
ま
し
た
。

①
し

ぜ
ひ
一
葬
皿
味
下
さ
い
ま
せ
。

･ お１人さま－
￥１１，０００（税･サ共）

戸オリエンタルホテル

蕊
☆シアター利用のご案内

・曜日、時間／土、Ｉ｣眼Ⅱ（辿湘A M l O : 0 0 - 剛8 : 0 ０
・費用／‘ホール設術の使用無料。光熱、空調、管理我のみ火炎
・付帯設備／グランドピアノ。エレクトーン・録音、脊聯機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー，テープレコーダー､ マイク、映写機称
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さん学か入１－１
〒６５o 神戸市中央区三宮町１丁１１５－１雌友銀行ビル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進壷３３１－６３０２～３

区京町2 5 番地
8(331)8111
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八
そ
の
釘
Ｖ

う
る
お
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り

信
楽
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

水
谷
頴
介
八
都
市
計
画
家
。
建
築
家
Ｖ

⑭聖

ひ
さ
し
ぷ
り
に
、
信
楽
（
し
が
ら
き
）
て
、
そ
の
一
つ
が
現
存
し
て
い
る
。

を
訪
ね
た
。
今
回
の
訪
問
で
、
新
し
い
信
楽
の
知

以
前
し
ば
し
ば
出
か
け
て
い
た
の
識
を
え
た
。
ま
ず
、
小
さ
な
釜
は
以
前

は
、
大
阪
の
枚
方
の
既
製
服
団
地
の
設
に
も
い
く
つ
か
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
た

計
で
試
み
た
呉
須
色
の
火
鉢
の
技
術
を
が
、
大
き
な
工
場
見
学
は
今
回
が
は
じ

い
か
し
た
灯
寵
づ
く
り
の
時
だ
っ
た
か
め
て
で
、
植
木
鉢
や
傘
立
て
を
、
ど
ん

ら
、
も
う
一
一
十
年
も
前
の
こ
と
で
あ
ど
ん
製
造
し
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
大
量

る
。
信
楽
町
の
人
口
は
一
三
、
五
○
○
の
製
品
を
売
り
さ
ば
く
の
は
大
変
だ
ろ

人
強
、
そ
し
て
中
心
部
で
あ
る
長
野
の
う
な
と
、
心
配
に
な
っ
た
。
最
近
の
全

町
が
、
こ
れ
ま
た
、
か
な
り
な
街
だ
っ
町
の
陶
器
生
産
高
は
九
十
億
円
、
シ
ェ

た
の
も
、
予
想
外
だ
っ
た
。
陶
製
の
狛
ァ
が
の
び
て
い
る
の
は
建
築
用
な
ど
の

犬
さ
ん
な
ど
が
並
ぶ
陶
器
神
社
の
階
段
タ
イ
ル
で
三
六
１
三
七
％
、
植
木
鉢
な

を
の
ぼ
っ
て
、
愛
宕
山
の
上
か
ら
眺
め
ど
は
二
四
’
二
五
％
、
食
器
が
一
○

る
と
、
街
の
構
成
と
材
質
（
テ
ク
ス
チ
％
、
庭
園
用
具
や
傘
立
て
な
ど
が
一
二

エ
ト

ャ
ー
）
が
よ
く
読
め
た
。
街
の
な
か
の
’
一
一
二
％
、
そ
の
他
が
干
支
の
動
物
や

新
宮
神
社
で
珍
し
い
も
の
を
見
せ
て
も
焼
酎
ピ
ン
だ
と
い
う
。
植
木
鉢
が
軽
い

ら
っ
た
。
神
社
の
境
内
に
町
に
住
む
同
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
と
っ
て
か
わ
ら

族
が
参
集
し
て
祝
い
を
楽
し
む
「
座
」
れ
つ
つ
あ
り
苦
戦
中
だ
と
い
う
話
だ
っ

と
呼
ば
れ
る
上
屋
が
四
つ
並
ん
で
い
た
。
一
四
．
軒
の
メ
ー
カ
ー
溌
舌
助
し

悪: ｉＷ瀞灘総灘織1 鱗
出塁串

れ
て
い
る
。

作
品
は
、
公
園
や
街
路
の
景
観
設
計

へ
の
導
入
を
目
標
と
し
た
ベ
ン
チ
・
舗

装
な
ど
の
組
合
せ
の
二
つ
の
モ
デ
ル
タ

イ
プ
で
あ
る
。
信
楽
の
特
色
で
あ
る
大

型
の
胴
整
形
技
術
を
活
用
・
開
発
し
て

地
域
の
産
業
活
動
の
指
導
と
発
展
を
意

図
し
た
、
滋
賀
県
立
信
楽
窯
業
試
験
場

の
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
作
で
あ
る
。
会
場

で
は
、
他
材
料
と
の
競
合
の
な
か
で
の

陶
器
の
活
か
し
か
た
、
モ
デ
ル
作
品
に

ま
だ
残
る
技
術
の
未
熟
さ
の
指
摘
、
地

場
産
業
の
カ
ギ
と
も
い
え
る
製
造
分
野

と
卸
小
売
分
野
と
の
連
携
の
重
要
性
な

ど
が
熱
心
に
議
論
さ
れ
た
。
私
論
と
し

て
述
べ
た
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

１
、
陶
器
だ
け
で
と
い
う
の
で
は
な

く
て
、
夫
々
の
土
地
の
石
や
木
材
と
組

合
せ
て
適
材
適
所
で
の
環
境
設
計
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
つ
て
の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
鉄
屋
系

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
よ
う
な
メ
ー
カ

ー
側
の
わ
が
ま
ま
と
勝
手
で
す
べ
て
自

社
製
品
で
と
い
う
の
は
駄
目
。

２
、
設
計
者
や
使
用
者
に
ま
ず
こ
の

信
楽
へ
来
て
も
ら
っ
て
、
陶
器
の
里
を

直
接
知
っ
て
も
ら
い
興
味
を
も
っ
て
も

ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
か

ら
、
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
ど
ん
な
場
所
で
、
ま
た
技
能
者
が

ど
う
い
う
技
術
で
創
り
だ
そ
う
と
し
て

い
る
か
が
わ
か
っ
て
も
ら
わ
な
い
ま
ま

で
、
製
品
を
カ
タ
ロ
グ
販
売
す
る
の
は

や
め
る
べ
き
だ
。

３
、
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
信
楽
の
現
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
い
て
、
建
築
家
や
造
園
家
を
招
き
、

か
つ
地
元
の
生
産
者
や
販
売
者
と
の
交

流
に
よ
っ
て
知
恵
を
交
換
し
、
町
ぐ
る

み
の
活
動
に
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

信
楽
は
、
い
ま
で
は
、
京
阪
神
に
も
、

東
海
に
も
近
く
便
利
で
あ
る
。

た
。
一
四
○
軒
の
メ
ー
カ
ー
が
活
動
し

て
い
て
、
三
社
の
大
メ
ー
カ
ー
が
十
五

億
円
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。
問
屋
や
小

売
は
八
十
軒
あ
る
。

今
度
の
訪
問
は
、
二
月
二
十
二
日
か

ら
三
月
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
う
る

お
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
新
作
展
」
の

オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
た
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
意
見
と
評
価
を
語
れ
と
い
う

招
き
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

新
作
を
指
導
し
た
京
都
市
立
芸
術
大

学
の
稲
田
尚
之
氏
を
介
し
て
で
あ
る
。

会
場
は
、
信
楽
伝
統
産
業
会
館
で
、
川

崎
清
氏
設
計
に
よ
っ
て
地
元
産
の
レ
ン

ガ
色
の
素
割
り
タ
イ
ル
が
積
み
重
ね
ら

スペース・セラミックス新作展より

１
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そ
の
さ
き

遠
山
霜
月
祭
に
出
か
け
た
と
き
の
こ
と
。
天
竜
川
の
支

流
の
遠
山
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
遠
山
郷
の
谷
の
い
ち
ば
ん

奥
の
程
野
ま
で
行
っ
た
。
バ
ス
は
す
ぐ
引
き
返
し
、
い
っ

し
ょ
に
終
点
ま
で
乗
っ
て
き
た
数
人
の
客
は
す
ぐ
い
な
く

な
っ
て
、
私
は
ひ
と
り
山
あ
い
の
夕
闇
の
道
に
取
り
残
さ

れ
た
。
そ
の
さ
き
の
道
は
細
く
な
っ
て
暗
い
山
の
な
か
に

消
え
て
い
る
。
人
気
の
絶
え
た
山
の
気
配
が
私
を
押
し
包

む
。
こ
の
道
は
ど
こ
へ
つ
づ
い
て
い
る
の
か
。
こ
の
さ
き

に
な
に
が
あ
る
の
か
。
立
ち
ど
ま
っ
て
う
か
が
う
私
の
目

に
な
に
や
ら
見
え
て
く
る
よ
う
だ
が
。

気
を
取
り
な
お
し
て
川
ぞ
い
に
下
っ
て
い
く
と
夜
道
を

人
が
歩
い
て
い
く
。
そ
の
あ
と
に
つ
い
て
い
く
と
高
い
石

段
を
の
ぼ
っ
て
八
幡
神
社
に
た
ど
り
つ
く
。
そ
こ
は
も
う

祭
り
だ
っ
た
。
こ
の
山
あ
い
の
ど
こ
か
ら
集
ま
っ
て
き
た

の
か
た
く
さ
ん
の
人
の
群
が
社
殿
の
内
外
に
溢
れ
て
い

た
。
土
間
の
中
央
に
か
ま
ど
が
二
つ
。
火
が
燃
え
て
湯
煙

が
あ
が
り
。
笛
太
鼓
・
面
を
つ
け
て
舞
う
男
た
ち
。
男
た
ち

を
囲
ん
で
声
張
り
あ
げ
る
人
々
・
夜
ど
お
し
続
い
て
空
の

白
む
る
こ
ろ
笛
が
絶
え
人
々
が
消
え
祭
り
は
ふ
と
終
る
。

つ
き
も
の
が
落
ち
た
よ
う
に
、
石
が
転
が
り
落
ち
る
よ

う
に
、
程
野
か
ら
神
戸
へ
戻
っ
て
き
て
目
に
浮
か
ぶ
の

は
、
夜
の
社
に
舞
い
狂
っ
て
消
え
た
人
々
・
谷
あ
い
の
狭

旅
の
か
た
ち

八
３
Ｖ

随
想

出
か
け
て
い
っ
て
見
聞
き
し
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
さ
き
が
気
に
な
る
。
そ
こ
ま
で
行
っ
て
、
そ
こ

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
そ
の
さ
き
が
気
に
な
る
。
も

う
す
こ
し
歩
い
て
い
っ
て
た
ら
、
あ
そ
こ
で
引
き
返
さ
な

か
っ
た
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
な
に
か
大
変
な
も
の
に
出
会

え
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
気
が
し
て
。

程
野
を
北
へ
地
蔵
峠
を
越
え
て
高
遠
・
伊
那
へ
。
程
野

か
ら
南
へ
和
田
か
ら
青
崩
峠
を
越
え
て
水
窪
へ
。
あ
の
と

き
私
は
あ
ま
た
の
古
人
に
踏
み
固
め
ら
れ
た
古
道
の
う
え

に
立
っ
て
い
た
わ
け
で
。
闇
の
む
こ
う
に
見
え
た
の
は
あ

ま
た
の
古
人
の
影
で
あ
り
お
も
い
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
。
佐
渡
の
外
海
府
て
く
て
く
歩
い
て
岩
谷
口
に
た
ど

り
つ
い
て
前
方
に
巨
大
な
大
野
亀
を
見
定
め
て
か
ら
最
終

バ
ス
に
飛
び
乗
っ
て
相
川
に
引
き
返
し
た
が
。
礼
文
島
の

桃
岩
に
登
っ
て
降
り
て
ロ
ー
ソ
ク
岩
の
手
前
ま
で
歩
い
て

い
っ
て
腰
を
お
ろ
し
て
海
を
見
て
岩
を
見
て
引
き
返
し
て

き
た
が
。
下
北
半
島
の
大
間
ま
で
行
っ
て
港
の
食
堂
で
イ

カ
の
定
食
を
食
っ
て
引
き
返
し
て
き
た
が
。
さ
て
、
そ
の

さ
き
は
。

い
夜
空
に
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
煙
。
そ
し
て
夕
闇
の
山

へ
消
え
た
細
い
道
。
そ
の
さ
き
。 安

水
稔
和

絵
／
中
西
勝

１
３６
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
３７
１

Ｉ

と
こ
さ
禄
剛
崎
・
へ
た
ど
り
つ
い
た
ら
、
そ
の
さ
き
が
あ
っ

た
。
バ
ス
は
半
島
の
鼻
を
ま
わ
り
こ
ん
で
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ

折
戸
に
た
ど
り
つ
い
た
。
海
岸
へ
出
る
と
海
は
白
波
。
山

が
迫
っ
て
山
ぎ
わ
に
枯
れ
た
竹
の
垣
に
囲
わ
れ
た
家
が
ぽ

つ
り
。
家
が
と
だ
え
る
と
船
板
打
ち
つ
け
た
小
屋
が
ぼ
つ

り
。
小
屋
が
と
だ
え
る
と
道
が
た
え
枯
木
が
鳴
り
海
が
吠

え
砂
が
飛
ぶ
。
乱
舞
す
る
白
い
も
の
。
砂
に
身
を
伏
せ
て

海
を
う
か
が
う
私
の
視
野
を
影
が
横
切
る
。
荷
物
を
背
お

っ
て
マ
ン
ト
引
き
か
ぶ
っ
た
女
が
二
人
、
折
戸
の
ほ
う
か

ら
波
打
ち
ぎ
わ
を
歩
い
て
き
た
。
記
録
的
な
豪
雪
の
半
島

を
次
の
日
や
っ
と
脱
出
し
て
帰
っ
て
き
た
の
だ
が
、
く
り

か
え
し
く
り
か
え
し
お
も
い
か
え
し
た
も
の
だ
。
磯
伝
い

に
歩
い
て
い
く
女
の
後
姿
。
降
る
雪
の
な
か
へ
消
え
た
後

姿
。
そ
の
さ
き
の
村
。
そ
の
さ
き
の
。

そ
の
後
も
何
度
も
能
登
へ
出
か
け
た
が
、
そ
の
何
度
目

か
の
夏
。
子
供
た
ち
を
連
れ
て
出
か
け
た
。
輪
島
に
泊
ま

っ
て
夏
祭
り
を
見
た
。
曽
々
木
の
さ
き
の
真
浦
の
さ
き
の

仁
江
の
民
宿
に
泊
ま
っ
て
目
の
前
の
海
で
泳
い
だ
。
は
じ

め
て
能
登
へ
き
た
こ
ろ
は
、
曽
々
木
か
ら
真
浦
ま
で
は
磯

伝
い
だ
っ
た
が
、
今
は
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
車
が
走
っ
て
い

る
。
次
の
日
、
バ
ス
で
海
岸
ぞ
い
に
奥
能
登
を
ぐ
る
り
と

時
計
ま
わ
り
に
ま
わ
っ
て
飯
田
ま
で
出
た
。
ク
ー
ラ
ー
の

き
き
す
ぎ
の
バ
ス
は
観
光
案
内
を
テ
ー
プ
で
流
し
な
が
ら

快
晴
の
周
遊
道
路
を
突
っ
走
る
。
高
屋
も
木
ノ
浦
（
こ
れ

が
あ
の
と
き
の
そ
の
さ
き
の
村
）
も
折
戸
も
眼
下
に
見
棄

て
て
あ
っ
と
い
う
ま
に
禄
剛
崎
に
着
い
た
。
半
島
に
先
端

は
も
う
な
か
っ
た
。
そ
の
さ
き
の
村
も
な
い
。
そ
の
さ
き

も
。
私
の
心
の
す
み
に
ひ
っ
か
か
っ
た
ま
ま
。

は
じ
め
て
能
登
へ
出
か
け
た
の
は
三
十
年
も
前
の
こ
と

だ
。
金
沢
で
乗
り
か
え
て
七
尾
で
降
り
た
。
そ
こ
か
ら
船

に
乗
っ
た
。
小
さ
な
船
だ
っ
た
。
小
木
に
寄
っ
て
飯
田
に

着
い
た
。
そ
の
さ
き
の
蛸
島
の
行
商
宿
に
泊
ま
っ
た
。
次

の
日
、
そ
の
さ
き
の
禄
剛
崎
ま
で
行
っ
た
。
そ
こ
で
あ
と

も
ど
り
し
て
山
伏
山
の
崖
の
下
の
鉱
泉
宿
に
泊
ま
っ
た
。

崖
か
ら
し
た
た
り
落
ち
る
水
を
集
め
て
わ
か
し
た
風
呂
。

ラ
ン
プ
。
そ
の
と
き
も
そ
の
次
に
行
っ
た
と
き
も
禄
剛
崎

が
先
端
。
そ
の
さ
き
は
日
本
海
。

三
年
後
の
冬
の
三
度
目
の
能
登
。
吹
雪
の
な
か
を
や
つ
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●
こ
う
べ
味
な
旅
⑩

齢
と
っ
た
母
に
育
て
ら
れ
た
せ
い
か
、
私
の
味
覚
は
子

供
の
頃
に
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
十
人
家
族
だ
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
手
っ
取
り
早
く
、
鰯
の
煮
た
も
の

と
沢
庵
と
い
う
、
当
時
に
し
て
も
平
均
以
下
の
食
生
活
だ

っ
た
。半

年
に
一
度
く
ら
い
、
広
島
か
ら
両
親
の
親
戚
が
来
る

と
き
ま
っ
て
す
き
焼
で
も
て
な
し
た
。
大
家
族
だ
っ
た
せ

い
か
一
切
れ
の
肉
に
あ
り
つ
く
の
も
大
変
な
争
い
だ
っ

、
、
、

た
。
そ
の
す
き
焼
の
残
り
汁
で
お
じ
や
を
つ
く
る
の
だ
が

兄
た
ち
が
我
れ
先
に
と
競
い
合
う
の
で
、
私
は
い
つ
も
あ

ぶ
れ
て
泣
か
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

小
学
生
の
頃
、
盆
と
正
月
に
限
っ
て
新
開
地
に
出
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
。
阪
妻
と
嵐
寛
の
映
画
を
観
て
鍋
焼
う
ど

神
戸
の

鍋
焼
う
ど
ん
が

好
物
で
す
。

灘
本
唯
人
一
イ
ラ
系
ト
レ
‐
夕
！
カ
ッ
ト
も
》

山
陽
電
車
宣
伝
部
に
い
た
頃
が
ニ
ト
八
歳
と
い
う
食
い

頃
だ
っ
た
が
、
社
員
食
堂
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
か
親
子
井
の

た
ぐ
い
で
空
腹
を
満
し
た
。
と
い
う
よ
り
、
充
分
な
ご
馳

ん
を
食
う
こ
と
が
最
高
の
楽
し
み
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム

の
底
が
み
え
る
ま
で
食
い
あ
さ
っ
た
。
こ
の
想
い
出
が
映

画
よ
り
鮮
烈
に
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
今
も
っ
て
鍋
焼
う

ど
ん
が
一
番
の
好
物
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
蓋
を
取
っ

た
と
き
の
内
容
の
豊
か
さ
で
卵
あ
り
、
蒲
鉾
あ
り
、
穴
子
あ

り
、
椎
茸
あ
り
、
鳴
門
あ
り
で
私
に
と
っ
て
は
豪
華
絢
畑

な
と
こ
ろ
が
た
ま
ら
な
く
興
奮
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
い

か
に
幼
児
体
験
の
貧
し
さ
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
現
在
に
至

っ
て
い
る
か
と
思
う
と
、
ま
こ
と
に
情
け
な
い
話
で
あ
る
。

3８

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



’
3９
１

先
日
、
東
京
女
子
医
大
で
ポ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
う
け
た
。

別
に
悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
だ
が
、
た
だ
ひ
と
つ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
極
め
て
ま
れ
な
診
断

を
下
さ
れ
た
。
医
者
が
い
う
に
は
「
で
き
る
だ
け
上
等
な

も
の
を
食
べ
な
さ
い
」
と
い
う
。

ま
こ
と
に
淋
し
い
話
に
な
っ
た
が
、
ほ
ん
じ
ゃ
あ
明
日

か
ら
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
し
よ
う
と
い
う
訳
に
も
・
い
か
な

い
。
庶
民
流
の
代
表
だ
と
自
負
し
て
い
る
私
は
、
こ
れ
か

ら
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
過
ご
す
し
か
な
い
。

走
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
時
折
り
、
三
宮
で
遊
ぶ
に
し
て
も

日
本
食
堂
の
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
か
新
開
地
会
館
の
社
員
食
堂

で
間
に
合
っ
た
の
だ
か
ら
賛
沢
と
い
う
こ
と
を
し
ら
な
い

青
春
を
す
ご
し
た
。

当
時
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
駄
目
だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
が
恥

ず
か
し
な
が
ら
小
料
理
屋
の
雰
囲
気
す
ら
し
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

今
、
現
在
が
五
十
八
歳
、
一
六
○
セ
ン
チ
、
四
十
八
キ

ロ
と
い
う
貧
弱
な
初
老
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
お
お

か
た
神
戸
時
代
の
貧
し
さ
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

八
著
者
紹
介
Ｖ

１
９
２
７
年
神
戸
生
ま
れ
／
県
高
卒
。
早
川
良
雄

デ
ザ
イ
ン
率
務
所
を
経
て
１
９
６
７
年
よ
り
フ
リ

ー
。
東
京
・
大
阪
・
神
戸
の
各
地
で
個
展
を
開
催
し

昨
年
、
日
本
人
で
初
め
て
韓
国
ソ
ウ
ル
で
版
画
展
を

催
す
。
木
の
装
丁
は
５
０
０
冊
を
越
え
る
。
イ
ラ
ス

ト
雄
「
人
間
模
棟
」
八
識
談
社
刊
Ｖ

東
京
に
出
て
二
十
三
年
に
も
な
る
と
、
ふ
と
、
神
戸
の

空
気
が
恋
し
く
な
る
。
関
西
の
気
取
り
な
さ
が
性
に
合
っ

て
い
る
の
か
帰
巣
本
能
な
の
か
、
つ
い
に
小
さ
な
マ
ン
シ

ョ
ン
を
阪
急
六
甲
に
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
の
は
老

後
、
神
戸
に
住
み
た
い
と
い
う
長
年
の
願
望
を
実
現
さ
せ

た
ま
で
で
、
海
が
見
え
れ
ば
よ
し
と
決
め
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
、
新
開
地
、
西
代
、
三
宮
、
元
町
、
六
甲
道
と

限
り
な
く
あ
る
想
い
出
の
街
を
、
時
代
と
と
も
に
変
貌
し

た
で
あ
ろ
う
街
を
も
う
一
度
さ
ま
よ
っ
て
み
た
い
と
い
う

つ
い
先
日
、
由
紀
さ
お
り
さ
ん
と
神
戸
で
食
事
を
し
よ

う
と
い
う
話
に
な
っ
た
が
、
何
処
に
案
内
し
て
い
い
か
分

ら
ず
、
神
戸
っ
子
の
小
泉
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。
こ
ち
ら

の
見
栄
も
あ
っ
て
山
の
手
あ
た
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う

こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
「
グ
ー
ー
ー
ー
北
野
」
が
い
い
の
で

は
と
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
格
調
高
き
雰
囲
気
で
ワ
イ

ン
か
ら
コ
ー
ス
と
い
う
ま
れ
に
見
る
賛
沢
を
味
わ
っ
た
。

そ
れ
は
そ
れ
で
満
足
し
た
の
だ
が
、
食
い
な
れ
な
い
高
級

料
理
に
と
ま
ど
っ
て
、
し
ば
ら
く
胃
が
重
か
っ
た
。

こ
ん
な
調
子
だ
か
ら
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
ひ
と
つ
知
ら
な

い
の
も
当
然
だ
が
、
そ
ん
な
私
に
小
泉
さ
ん
も
驚
い
て
い

た
様
子
で
あ
る
。

食
う
こ
と
に
無
関
心
と
い
う
の
も
、
あ
る
種
の
美
徳
か

も
し
れ
な
い
が
、
寿
司
屋
で
も
天
ぷ
ら
屋
で
も
い
い
、
一

軒
く
ら
い
馴
染
み
の
店
を
も
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
神

戸
広
し
と
い
え
ど
も
、
二
十
三
年
間
の
空
白
が
、
私
を
他

所
者
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
悲
哀
を
埋
め
る
た

め
に
も
神
戸
に
帰
り
た
い
し
、
貧
し
か
っ
た
青
春
の
分
を

と
り
返
す
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の
賛
沢
を
き
わ
め
て
優

雅
な
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
足
り
な
い
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
ふ
や
す
た
め
に
も
神
戸
が
最
高
だ
と
信
じ
て

い
る
。

夢
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
鍋
焼
う
ど
ん
だ
っ
た
り
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
っ

た
り
、
親
子
井
に
つ
な
が
る
至
極
平
凡
な
夢
な
の
で
あ
る
。
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